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本書は，中国経済の先行きに関心を持つ人々

にとって必読書である。そう断言できるだけの

優れた特徴が本書にはある。

本書は，成長会計分析に基礎を置く先行研究

を吟味したうえで，2035 年までの中国の成長

性を定性・定量の両面から検討している。か

つ，定量分析に際しては，中国政府が意識する

2020〜2035 年の GDP 倍増目標が絵空事ではな

いことを示し，それを評価基準として採用して

いる。そのため，読者は堅固かつ明快な分析枠

組みと尺度を手に本書を読み進められる（第 1

章）。

次いで，①共同富裕政策と改革開放・イノ

ベーションの行方，②人口動態の影響と対策の

見通し，③デジタル化の行方，④脱炭素化，⑤

金融・不動産リスク，⑥米中対立の行方がどの

ような経路を通じて中国経済をどの程度減速さ

せうるのかが検討される（第 2〜7章）。どの論

点も中国経済の先行きを考えるうえで外すこと

のできないものである。しかも，中国経済が抱

えるリスクとして今現在強く意識されているも

のばかりである。また，いずれの論点も，構造

変化の要点，重要な政策や企業動向，国際比較

などを踏まえたうえで展望が示される。『中国

減速の深層』という書名に違わぬ内容といえる。

これだけの論点を網羅したうえで，定量的分

析も加えて中国の成長シナリオを示した類書は

他にない。また，成長シナリオとして本書は

「良好」，「基本」，「リスク」の三つを提示して

いるが，「良好」，「リスク」シナリオも相応の

現実味を備えている（第 8 章）。著者の力量が

そこにも現れている。

複数のシナリオが現実味を持つということ

は，中国経済が強さと弱さの併存状態にあり，

不確実性が高いこと，逆に言えば中国経済は変

化の余地が大きいことの表れでもある。著者は

その点を重視し，中国の先行きに対する安易な

決定論を退け，正確なリスク認識と適切なリス

ク管理，中国ビジネスにおける選択と集中，中

国政府との関係構築やロビイングの重要性を説

いている。同時に著者は，グローバルな発展を

狙う企業にとり中国市場を捨てるという選択肢

はないと主張する。それは，減速すれども，日

本の 3倍近くの規模を持つ中国が日本よりもは

るかに高い成長率で伸びていく可能性が高いと

の分析結果に基づいている（おわりに）。

台湾有事や中国の政治的混乱のリスク，「ゼ

ロコロナ」政策の先行きに強い関心を持つ読者

にとっては，これらの論点のさらなる深堀りを

期待したいところかもしれないが，それを補っ

て余りある知見が本書には読みやすく盛り込ま

れている。産業界のみならず，政官学いずれの

人々にとっても，大いに参考になるだろう。
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